
学年種目「竹取物語」（竹引き）では、「全力」「冷
静な状況判断」「あきらめない」を目標に取り組
みました。赤白お互い一勝一敗の好勝負となりま
した。子どもたちは気迫をみなぎらせ全力で取り
組み、一人で竹棒を引っ張ってきたり、相手に引

きずられて
も竹棒から
手を離さな
かったりと
頑張る姿が
見られまし
た。

７年生の種目は「綱引き」でした。各組学年団長
を中心に、運動会直前まで作戦を練り本番に挑みま
した。赤組団長の鎌田紘夢さんは「いち・に！」と
大きなかけ声をかけて赤組をリードしました。白組
団長の北澤勝美さんは、白組の後方でグッと歯を食
いしばって綱をもって白組を支えていました。結果
は赤組も白組も１勝
ずつの引き分けでし
たが、両チームとも
全力の真剣勝負で会
場を盛り上げました。
皆様の応援ありがとう
ございました。

９年生は「激走」
と題し、全員リレー
を行いました。昨年
度「集団行動」に挑
戦し、“歩く”ことに
気持ちを込めた学年
です。今年は「“歩く”

から“走る”へ」をテーマに、入場から退場まで「全
力でやる」こと、「本気でやる」ことのかっこよさを、
９年生として全校に伝えたいという思いで取り組
みました。リレーだけでなく、運動会全体を盛り
上げようと全力を尽くした９年生の姿から、全校
に何かが伝わってくれていたらうれしいです。

４年生は、開会
式後すぐの短距離
走だったので緊張
しましたが、カー
ブのある80ｍを
コースから外れる
ことなく力強く走
ることができました。「はねこ踊り」も、精一杯
できたようです。隊形移動も、自分の場所をよく
覚え、体や扇子を大きく動かしながら踊ることが
できました。頑張っていた姿を、お家の方に褒め
ていただいたことが、とても嬉しかったようです。

これまで自分たち
が過ごしてきた６年
間を、どのように表
現したらいいのか友
だちと悩んだり、な
かなか決まらないこ
とに苦しんだりしな
がらも，踏ん張ってきた子どもたち。運動会本番
での演技には、一人一人が踏ん張ってきた力強さ
が現れていました。ナレーションに合わせた、５
つの旧校区の表現、鳥居川の流れの表現、はねこ
踊り、大縄跳びを堂々とやったあと…「全員で作
る倒立の花」を創り上げることが出来ました。

生徒が７種類の走り方を考えてリレーをしました。
初めは、何をやるのか、どう行動すればいいのかわ
からずバラバラでしたが、本番では全員で息を合わす
ことができました。「我夢者羅リレー」で仲間とゴール
を目指す一人一人のがむしゃらな姿。どの姿も爽やか
で、頼もしく、表情も心も晴れ晴れとしていました。
【生徒の感想より】
赤も白も我夢者羅
になってすごい勝負
をしたと思うし、自
分も「一生懸命でき
た」と、やっと胸を
張って言えます。

ご多用の中、多くの方々にご来校いただき、児童・生徒の活躍をご覧いただきました。有難うございました。

 ５学年

 ７学年

 ９学年

 ４学年

 ６学年

 ８学年

表現「はねこ踊り」

表現「わたしたちの６年間」

多種目リレー「我夢者羅リレー」

竹引き「竹取物語」

「わくわく綱引き」

全員リレー「激走」

第５回校庭運動会
『平成信濃合戦　～心を１つにいざ出陣～』

雨天順延を経て、５月31日に実施された運動会。１～９年生までが持てる力を精一杯出
し切り、開会式から閉会式までで「児童・生徒の１日の成長が感じ取れる」充実した行事と
なりました。

「かけぬけよう　はるかぜにのって」では、カニさんでスタートし、エビさんになり、最後の30ｍは人
間に進化して走りました。人間になったときも、両手がチョキになっていた子が多かったです。全力を
出し切っている姿がかわいくも力強く輝いていました。「ね
らってねらってポンポンポン！」は、１回目のダンスが始ま
ると、高等部の座席から「かわいい」と声援を送ってもらい、
みんな笑顔になりました。１回戦では、かごを下ろしたとき
に、あまりにたくさんの玉が入っていてびっくりしました。
１年生にとっては、信濃小中学校に入学して、初めての運
動会。リュックサックを背負って、いすを持っての第１グラ
ンド往復も１年生にとっては一苦労でした。それでも遅れる
児童はなく、みんなでそろって行動することができました。
最後まで頑張った運動会でした。

「風になれ」
では、赤も白
もチームで協
力して、とて
もよい走りが
できました。
竹が足元を通
るときはタイ
ミングを合わ
せてジャンプ、頭上を通るときは素早く座るなど
のコツもばっちり。「遠心力」なんて教わらなく
ても体感できました。大接戦で最後までどうなる
かわからない、手に汗握る勝負となりました。皆
さんの大声援も力になりました。頑張りました。

２年生の表現「すっかり春です」は、１年生の
時に音楽で鑑賞した「おどるこねこ」の曲と２年
生の国語で学習した「ふきのとう」をもとにして、
あえて全体の動きをそろえることなく、子どもた
ちのイメージや動きを大切にして、子どもたちと
創り上げてきた表現です。学年で学習を深めてい
くたびに新しい動きが生まれ、全体で見合い、取

り入れてき
ました。本
番でも創り
上げた動き
を精一杯発
表できまし
た。

 １学年

 ３学年  ２学年

玉入れ「ねらってねらってポンポンポン！」

表現「すっかり春です」

竹運びリレー「風になれ」
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まちの話題　Town Topics

第 67 回　全国植樹祭

 天皇皇后両陛下が信濃町を訪問 Topics

天皇皇后両陛下が 6 月 6 日、第 67 回全

国植樹祭に伴う地方事情ご視察で、作

家 C.W. ニコルさんが整備した「アファンの

森」を視察されました。両陛下は、ニコルさん

と一緒に森の中を散策、馬を使って木材を運

ぶ「馬
ばはん

搬」の様子も見学されました。その後、

信濃町役場に立ち寄られ、横川町長、小林議

長らとご会食されました。

　天皇皇后両陛下は、昭和 38 年 8 月、皇太

子殿下・妃殿下のときにご訪問以来の来町とな

りました。当日は町外者も含め、非常に多くの

町民の皆さんが両陛下をご奉迎し、盛大に歓

迎しました。 アファンの森を散策する天皇皇后両陛下（中央）と C.W. ニコルさん（右）

アファンの森到着をお出迎えするニコルさんと横川町長、小林議長 信濃町役場でお出迎えの方々に応える両陛下

■日時　平成 28 年 7 月 31日日 ／ 午前 11:00 から

■場所　ふれあい広場　いこいの家前

■参加費　1人につき１０００円（12 歳以下は無料）

※参加を希望する方は、7 月 20 日水までに総務課 定住促進係へお申

し込みください。

■主催　ＮＰＯ法人ざいごう／（共催）信濃町

自然の中で楽しい時間を共有し、新しい仲間を増やしましょう

 移住者交流会を開催します Topics

信濃町へ移住した方、移住を検討している方、そんな方たちと話がした

い方など、誰でも参加できる移住者交流会を開催します。自然に囲ま

れながらのバーベキューで楽しい時間を共有し、新しい仲間を増やしましょう。

　　　　　　問総務課 定住促進係☎（255）1007
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まちの話題　❼ Town Topics

平成 28 年度国民年金保険料免除申請

 ７月 1 日から受付を開始しました
Topics

経済的な理由などで国民年金保険

料を納めるのが困難な場合、申請

により保険料が免除される制度があり

ます。詳しくは住民福祉課 住民国保年

金係までお問合せください。

■免除審査対象期間

　平成 28 年 7 月分から平成 29 年 6

月分（申請月の 2 年 1 か月前までさか

のぼって申請することもできます。）

　　　　　　問住民福祉課 住民国保年金係☎（255）6820

■免除を受けるための条件

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が表の所得基準以下であれば、

免除を受けることができます。

Topics町ポンプ操法大会で第二分団仁之倉班と第三分団が優勝

 消防団員たちが素早く正確な操法技術を披露

信濃町消防団ポンプ操法大会が 6 月 19 日、役場駐車場を会場に開催されました。ポンプ車操法の部 5 チーム、

小型ポンプ操法の部 4 チームが、訓練の成果を競いました。優勝は、ポンプ車操法の部が第二分団仁之倉班、小

型ポンプ操法の部が第三分団。優勝した２チームは、7 月 3 日日曜日開催の長野協会大会に出場します。

順位 チーム名
優勝 第二分団仁之倉班
準優勝 第一分団
３位 第二分団柏原班
４位 第四分団
５位 第三分団

■ポンプ車の部
順位 チーム名
優勝 第三分団

準優勝 第二分団西部班

３位 第四分団

４位 第一分団

■小型ポンプの部

ポンプ車の部優勝 第二分団仁之倉班 小型ポンプの部優勝 第三分団
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免除の種類 所得基準

全額免除 （扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円

４分の３免除 78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

半額免除 118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

４分の１免除 158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
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